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。



松野モンさん（荒砥甲）
大正６年４月 15日生まれ

新野ふみよさん（荒砥甲）
大正６年９月 18 日生まれ

髙木房子さん（荒砥甲）
大正６年 11 月６日生まれ

阿部よしのさん（荒砥乙）
大正６年９月 30 日生まれ

梅津秀世さん（十王）
大正６年９月９日生まれ

五十公野政太郎さん（十王）
大正６年 11 月 30 日生まれ

安部たかさん（下山）
大正６年３月７日生まれ

齋藤きよ志さん（横田尻）
大正６年５月 14 日生まれ

佐藤をきなさん（箕和田）
大正６年 11 月 22 日生まれ

齋藤ていさん（箕和田）
大正６年６月 23 日生まれ

伊藤ちうさん（中山）
大正６年３月 15 日生まれ

歩
み
続
け
て
一
世
紀 

―

 
百
年
目
の

寿

　

数
え
年
で
今
年
〝
１
０
０
歳
〟
を
迎

え
ら
れ
る
11
人
の
皆
さ
ん
に
、
町
か
ら

賀
詞
と
御
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
で
、
明
る
く
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

始
ま
る
。 ―
新
荒
砥
橋
架
替
工
事
着
工

｜
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小林咲葉 さん
（白鷹中２年）

馬場　修 さん
（割烹「ひさご」店主）

始
ま
る
。 ―
新
荒
砥
橋
架
替
工
事
着
工

｜

　

白
鷹
町
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
荒

砥
橋
の
架
替
工
事
が
１
月
７
日
に

着
工
。
着
工
を
祝
う
と
と
も
に
工

事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
祈
念

し
、
新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
と
白
鷹
町
の
主
催
に
よ
る
記

念
式
典
が
１
月
30
日
、
あ
ゆ
ー
む

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
各
界
関
係
者
約

１
８
０
人
が
出
席
。
新
荒
砥
橋
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
の
佐
藤

町
長
は
、「
町
民
一
丸
と
な
っ
て

　

私
は
毎
日
、
友
達
と
た
く
さ

ん
会
話
を
し
て
、
楽
し
く
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
て
、
白
鷹
中

学
校
に
通
学
で
き
る
喜
び
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

東
中
学
校
区
と
西
中
学
校
区
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な
荒
砥

橋
が
、
も
っ
と
広
く
、
強
固
な

も
の
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

私
は
学
校
生
活
が
も
っ
と
楽
し

み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
荒
砥
橋
は
町

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
白

鷹
町
の
東
西
を
つ
な
ぐ
橋
が
大

き
く
な
る
こ
と
で
さ
ら
に
一
体

感
が
生
ま
れ
、
白
鷹
町
は
よ
り

よ
い
町
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

白
鷹
町
が
さ
ら
に
発
展
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
ま

た
、
力
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

荒
砥
橋
の
架
替
工
事
に
伴
う

道
路
拡
張
で
、
当
店
が
四
季
の

郷
へ
移
転
し
て
７
年
に
な
り
ま

す
。
当
時
は
、
お
客
様
の
後
押

し
や
関
係
者
の
皆
様
の
温
か
い

対
応
も
あ
り
、
こ
の
地
で
の
商

売
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
白
鷹
町
は
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
と
新
潟
県
栃
尾
地
区

と
親
交
が
深
く
、
今
で
も
交
流

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ち

ら
も
地
震
が
多
い
地
域
で
す
。

そ
こ
で
白
鷹
町
が
、
新
荒
砥
橋

で
気
仙
沼
と
栃
尾
を
つ
な
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
強
力

な
体
制
が
で
き
あ
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
荒

砥
橋
の
架
け
替
え
に
は
我
が
町

の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
の
果
た

す
役
割
も
そ
こ
に
見
出
さ
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

早
期
実
現
を
要
望
し
て
き
て
、
よ

う
や
く
こ
の
度
の
工
事
着
工
に

至
っ
た
」「
新
荒
砥
橋
の
供
用
開

始
の
あ
か
つ
き
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
全
員
が
、
笑
顔
で
渡
り
初
め

が
で
き
る
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
白
鷹
中
学
校
２
年
の
小
林
咲

葉
さ
ん
と
、四
季
の
郷
で
割
烹「
ひ

さ
ご
」
を
経
営
す
る
馬
場
修
さ
ん

が
、
新
荒
砥
橋
架
替
に
対
し
次
の

よ
う
に
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。

●   意見発表  ●

※
意
見
発
表
の
内
容
は
、一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

荒砥橋は昭和 32 年の架橋から 58 年経過した老朽橋であり、

幅員狭小のため、大型車同士のすれ違いが困難で、渋滞の

原因になっています。加えて、冬期間には雪でさらに幅員

が狭くなり、除雪時は片側交互通行を余儀なくされていま

す。そのため、車道及び路肩を広く整備し、走行性及び安

全性の向上を図り、また、歩道を両側に整備するものです。

事

業

概

要
（完成イメージ図）

１．県の担当者から工事
概要が詳しく説明された
２．荒砥橋を渡りながら
「新」荒砥橋ができていく
様子を確認できる

１ ２
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　町では、平成 13年度に県内市町村
に先がけて男女共同参画計画を策定し
ました。そして今年度、女性活躍の
推進、男女平等という考え方はもちろ
ん、急速に人口減少が進行する現状を
踏まえ、将来にわたり安心して子ども
を生み育てられる環境づくりを進める
ため、第 2次の計画を策定してまい
ります。
　本計画をより良いものとするため、
皆様より意見をお聞きしたく、このた
びパブリックコメントを実施します。

白鷹町過疎地域自立促進計画（H28～ 32）（案） 『白鷹町男女共同参画計画（案）』中間報告
賛成である
11％

どちらかと
言えば賛成
28％

どちらかと
言えば反対
29％

反対である
17％

わからない
12％

無回答
３％

※白鷹町男女共同参画計画策定町民意識調査（平成 27 年度実施）

Ⅱ. 仕事「町民一人ひとりが
　　　いきいきと働くことのできる環境づくり」

■ 関係法令の周知
■ 女性の就業に対する適正評価と人材の登用
■ 農業を含むあらゆる産業における女性の働き
やすい環境づくり
■ ハラスメントの防止及び対策
■ ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場づく
りの推進
■ 男性の家事・育児・介護への参画への促進

Ｑ「夫
は
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
」

と
い
う
考
え
方
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

「町民一人ひとりが
　　　　安全安心な生活ができる仕組みづくり」

■ すべての町民に対するあらゆる暴力を防ぐ環
境づくりの推進
■ ライフステージに応じた町民の健康への支援
■ 生活上様々な困難を抱える人々への支援
■ 防災・災害対策の分野における男女共同参画
の推進

　　　　安全安心な生活ができる仕組みづくり」

Ⅳ. 安心. 仕事

「町民一人ひとりの
　　　　人権を尊重する意識づくりと人づくり」

■ 人権尊重意識の醸成
■ 男女共同参画に関する教育・学習の推進
■ 性別による固定的な役割分担意識の解消
■ 町全体で「男女共同参画」について考える機会
の創出

. 安心

「町民一人ひとり
　が共に手を携え参画する魅力あるまちづくり」

■ 地域活動における男女共同参画の促進
■ 意思決定の過程における男女共同参画の推進
■ 高齢者・障がい者・外国人等の多様な人材の
社会活動への参画促進

　　　　人権を尊重する意識づくりと人づくり」

Ⅰ. 人権
　が共に手を携え参画する魅力あるまちづくり」

Ⅲ.地域づくり

【募集期限】２月９日（火）～２月23日（火）
【意見の提出方法】
［Eﾒｰﾙ］ kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp　［FAX］８５-２１２８
［郵送］〒 992-0892  白鷹町大字荒砥甲 833番地   白鷹町企画政策課企画調整係
【問い合わせ】企画政策課企画調整係　☎８５-６１３２

皆さんのご意見をお寄せください！
パブリックコメント募集

　　各計画（案）の詳細につ
きましては、各地区コミュニ
ティセンターや中央公民館、
町ホームページで公開してお
りますのでご覧ください。

基本理念　　「男（ひと）と女（ひと）とが互いに支え合い輝けるまち」

基本目標

回答数：215
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　町では、過疎地域自立促進特別措置法が 5年間延長されたことから、これまでの白鷹町過疎地域自立促
進計画（平成 22～ 27年度）を継承し、平成 28年度から平成 32年度までの計画を策定します。計画の基
本方針となる第５次白鷹町総合計画に掲げる子育て ･教育、雇用産業、地域課題解決や防災等の施策に取り
組み、過疎からの脱却、そして自立を目指します。また、平成 27年 10月に策定しました白鷹町まち ･ひと
･しごと創生人口ビジョン及び白鷹町まち･ひと･しごと創生総合戦略を反映し、産業の活性化による雇用の
創出や定住促進、子育て支援や教育、地域コミュニティの振興等による人口減少対策に力を入れていきます。
　この計画の策定により、財政負担が少なく有利な財源である地方債「過疎債」の発行が可能となります。
これまで、この「過疎債」を活用して、道路や学校、公共施設等の社会資本を整備してきました。平成 22
年度からは、建設事業等のハード事業だけでなく、子育て支援や人材育成などのソフト事業にも過疎地域自
立促進特別事業として「過疎債」を活用できるようになりましたので、引き続き本制度を有効活用し、効果
的な過疎対策を推進します。
　このほど計画案がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

白鷹町過疎地域自立促進計画（H28～ 32）（案）

皆さんのご意見をお寄せください！
パブリックコメント募集

１．基本的な事項
　❶白鷹町の概況　自然的、歴史的、社会的、経済的諸条件など
　❷人口及び産業の推移と動向　人口の推移と今後の見通し、産業構造の変化、地域の経済的な立地特性
　❸行財政の状況　ア．行政の状況　　イ．財政の状況　　ウ．主要公共施設整備水準の現況
　❹地域の自立促進の基本方針　白鷹町町民憲章、第５次白鷹町総合計画後期基本計画
　　　　　　　　　　　　　　　白鷹町まち・ひと・しごと創生総合戦略・人口ビジョン
　❺計画期間　平成 28年４月１日から平成 33年３月 31日までの５箇年
２．産業の振興　農林業基盤整備、企業誘致、起業促進、商工業振興、観光拠点施設改修、６次産業化など
３．交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進　町道、農道、林道整備、デマンド交通運行など
４．生活環境の整備　上下水道施設、廃棄物処理施設、消防分署・防災拠点施設整備など
５．高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進　高齢者福祉施設、児童福祉施設、認定こども園整備など
６．医療の確保　医療機器整備、しらたか元気っ子事業（子ども医療費給付）など
７．教育の振興　学校教育施設、集会施設・図書館（まちづくり複合施設）、体育施設整備など
８．地域文化の振興等　文化交流センター地域文化創造事業、伝統芸能保存伝承事業など
９．集落の整備　ふるさと移住推進プロジェクト、すまいる住まい！若者定住サポート事業等
10．その他地域の自立促進に関し必要な事項　エネルギープロジェクト事業

■過疎地域自立促進特別事業（代表的なソフト事業）
しらたか森林 ･林業再生プロジェクト ▼  再造林等の健全な森林育成と地域産材の利用循環モデルの構築
日本の紅（あか）をつくる町プロジェクト ▼  紅花生産日本一をテーマに交流推進 ､SHIRATAKA RED の展開
婚活★子育て応援プロジェクト ▼  結婚支援と子育ての切れ目ない支援体制の確立
すまいる住まい！若者定住サポート事業 ▼  定住を希望する住宅取得者に対する助成
コミュニティセンター共創推進事業 ▼  コミュニティセンターを核とした地域づくり体制の確立

白鷹町過疎地域自立促進計画（H28 ～ 32）（案）の概要
人口の見通し…2020 年（平成 32 年）目標：13,500 人
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意
見　

民
家
の
近
く
に
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
棟
の
設
置
予
定
地
が
あ
る

が
、
騒
音
や
振
動
等
の
影
響
を
考
え
民

家
か
ら
一
定
の
距
離
を
と
っ
て
建
設
す

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

近
隣
の
方
々
へ
は
十
分
に
配
慮

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
意
見
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
設
計
者
と
協
議
し

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

意
見　

県
道
長
井
白
鷹
線
、
仲
町
一
町

内
の
歩
道
整
備
が
荒
砥
橋
建
設
に
と
も

な
う
道
路
整
備
計
画
に
該
当
す
る
道
路

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
道

路
か
ら
十
分
余
裕
を
持
っ
た
距
離
を
確

保
の
う
え
建
設
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答　

荒
砥
橋
建
設
に
と
も
な
う
影
響

に
つ
い
て
は
確
認
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
の
道
路
計
画
を
踏
ま
え
、

一
定
の
距
離
を
持
っ
た
建
設
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
見　

和
室
は
お
茶
室
と
し
て
も
使
用

し
た
い
の
で
床
の
間
、
水
屋
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

回
答　

今
後
、利
用
用
途
も
あ
わ
せ
て
、

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見　

白
鷹
町
産
の
木
材
を
最
大
限
に

活
用
で
き
る
事
を
願
い
ま
す
。
ま
た

林
業
、
製
材
業
等
木
に
関
わ
る
お
仕
事

が
町
内
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

回
答　

当
施
設
へ
は
町
産
木
材
の
活
用

を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
林
業
振
興

に
つ
き
ま
し
て
も
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
見　

町
民
ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
飲
食
の
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
、
給
湯
設
備
、
幼
児
用
ト
イ

レ
の
設
置
を
望
み
ま
す
。

回
答　

町
民
会
議
の
皆
様
か
ら
も
同
様

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実
施
設

計
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

意
見　

防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
風

呂
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
給
湯
調
理
室
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

設
備
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

意
見　

防
災
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
倉
庫
が

必
要
で
は
な
い
か
。

回
答　

備
蓄
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
関
連

施
設
全
体
の
中
で
設
置
に
つ
い
て
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

意
見　

施
設
内
外
で
使
用
す
る
用
具
な

ど
は
白
鷹
産
の
木
を
使
い
、
町
内
の
技

術
者
の
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
い
い
と
思
う
。

回
答　

町
内
の
技
術
者
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
産
材
の
活

用
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

意
見　

大
会
議
室
を
１
階
に
図
書
館
を

２
階
設
置
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
旧
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
の
規
模
の
大
き
さ
、

設
備
を
備
え
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
４

人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
を
お
願
い

し
た
い
。

回
答　

大
会
議
室
、
図
書
館
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
町
民
会
議
の
議
論
に
お
い

て
も
町
民
の
多
く
が
利
用
す
る
図
書
館

を
１
階
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨

の
要
望
に
よ
り
現
在
の
配
置
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、大
会
議
室
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
中
央
公
民
館
機
能
と
同
規
模
を

想
定
し
て
お
り
大
ホ
ー
ル
の
規
模
ま
で

は
想
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ル
機

能
に
つ
い
て
は
、
他
施
設
と
の
役
割
分

担
を
行
い
な
が
ら
、
既
存
施
設
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
の
テ
ー
ブ
ル
等
設
備
に
つ
い
て

は
、
実
施
設
計
の
中
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

意
見　

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
は
有
事

の
際
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で

敷
地
内
禁
煙
で
な
い
限
り
防
火
の
観
点

か
ら
喫
煙
所
の
指
定
が
必
要
と
思
う
。

回
答　

ご
意
見
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見　

他
市
町
村
に
誇
れ
る
木
造
の
施

設
建
設
を
望
み
ま
す
。

回
答　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
る
べ
く
多
く
の
白
鷹
町
産
木
材

を
利
用
し
た
町
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設

建
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『白鷹町まちづくり複合施設基本設計』中間報告に対する
パブリックコメントにご意見をいただきました。

　広報しらたか及び町ホームページで実施した『白鷹町まちづくり複合
施設基本設計』中間報告に対するパブリックコメントに貴重なご意見を
いただきました。その内容とご意見に対する考え方をお知らせします。
（※関連のある意見のみ掲載させていただきました。）

【意見募集期間】　平成 28年１月 12 日（火）～１月 29日（金）
【意見の件数】　10人　23 件

問  企画政策課複合施設整備係　☎８７-０８３０
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白鷹町の人口は14,271 人

【人口】　　　　　 単位：人
平成 27年 平成 22年 増　減

蚕桑地区 2,785 3,168 ▲ 383
鮎貝地区 3,090 3,184 ▲ 94
荒砥地区 3,382 3,554 ▲ 172
十王地区 1,273 1,362 ▲ 89
鷹山地区 1,184 1,291 ▲ 107
東根地区 2,557 2,755 ▲ 198
合　計 14,271 15,314 ▲ 1,043

【世帯】　 単位：世帯
平成 27年 平成 22年 増　減

蚕桑地区 825 850 ▲ 25
鮎貝地区 946 941 5
荒砥地区 1,133 1,139 ▲ 6
十王地区 384 386 ▲ 2
鷹山地区 372 382 ▲ 10
東根地区 773 767 6
合　計 4,433 4,465 ▲ 32

【山形県・置賜３市５町の人口】　　 単位：人
平成 27 年 平成 22 年 増減 増減率

山形県 1,122,957 1,168,924 ▲ 45,967 ▲ 3.9

白鷹町 14,271 15,314 ▲ 1,043 ▲ 6.8

長井市 27,716 29,473 ▲ 1,757 ▲ 6.0

小国町 7,869 8,862 ▲ 993 ▲ 11.2

飯豊町 7,304 7,943 ▲ 639 ▲ 8.0

米沢市 86,010 89,401 ▲ 3,391 ▲ 3.8

南陽市 32,284 33,658 ▲ 1,374 ▲ 4.1

高畠町 23,887 25,025 ▲ 1,138 ▲ 4.5

川西町 15,756 17,313 ▲ 1,557 ▲ 9.0

西  

置  

賜

東  

置  

賜

　平成 27 年 10 月１日を基準日として行われました国勢調査では、町
民の皆様のご協力をいただきまして、大変ありがとうございました。
　山形県速報で国勢調査の人口が公表されましたので、調査結果より平
成 22 年と対比して各地区ごとの人口・世帯数等をお知らせいたします。

【
県
内
の
状
況
】

　

山
形
県
の
発
表
に
よ
る
と
、
県
内

の
人
口
は
１
１
２
万
２
９
５
７
人
と

な
り
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
人
口

と
比
較
し
て
４
万
５
９
６
７
人（
３
・

９
％
減
）
減
少
し
ま
し
た
。　

県
内

の
市
町
村
の
う
ち
人
口
が
増
え
た
の

は
東
根
市
と
天
童
市
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
・
置
賜
３
市
５
町
の
人
口
は
下

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
町
の
人
口
及
び
世
帯
数
】

　

白
鷹
町
の
人
口
は
１
万
４
２
７
１

人
、
世
帯
数
は
４
４
３
３
世
帯
で
、

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
値
と
比
べ
る

と
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
に
減
少
し

て
お
り
、
人
口
は
１
０
４
３
人
減
少

（
６
・
８
％
減
）
世
帯
数
は
32
世
帯
減

少
（
０
・
７
％
減
）
し
て
い
ま
す
。

１
世
帯
当
た
り
の
人
員
は
３
・
22
人

で
０
・
21
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
は
オ
ン
ラ
イ

ン
回
答
が
導
入
さ
れ
、
全
国
で
は

36
・
９
％
、
県
で
は
34
・
５
％
、
町

で
は
43
・
９
％
（
４
４
３
３
世
帯
の

う
ち
１
９
４
８
世
帯
）
が
オ
ン
ラ
イ

ン
回
答
し
ま
し
た
。

※この数値は山形県速報値で、今後総務省統計局が
公表する数値と異なる場合があります。

 問  企画政策課情報係　☎８５-６１２１

国
勢
調
査
の
結
果
で
す
。

（
山
形
県
速
報
）

広   告
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　私たちが生活している町を住みよい町としてい
くためには、私たち自らがまちづくりに参画して
知恵を出し合い、一つずつ行動に移していくこと
が必要です。その一つの方法として、協働のまち
づくり条例では、町が設置するさまざまな審議会
等の委員を選任するにあたり、自ら参画しようと
いう方の募集について定めています。
　今回は、次の各審議会等委員を募集します。

■問い合わせ　各審議会等の所管部署

◆
各
審
議
会
等
委
員
に
つ
い
て

白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員　

　

町
の
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
、

環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点

　

で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
〜
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会

　

議
な
ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合

は
３
０
０
０
円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

町
民
課
く
ら
し
環
境

係　

☎
85

－

６
１
２
３

白
鷹
町
社
会
教
育
委
員　

  

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立

案
や
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ

た
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点

　

で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
５
回
程
度
の
研
修
・
会
議
な
ど

　

に
出
席
で
き
る
方

▼
委
員
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
文

化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
つ
い
て
、

調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点

　

で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
〜
３
回
程
度
の
会
議
な
ど
に

　

出
席
で
き
る
方

▼
委
員
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

白
鷹
町
病
院
事
業
等

　
　
　
　
運
営
委
員
会
委
員

　

病
院
事
業
管
理
者
の
諮
問
に
応
じ
、

病
院
事
業
等
の
運
営
に
関
し
て
審
議

す
る
機
関
で
す
。

▼
募
集
人
員　

５
人

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点

　

で
満
20
歳
以
上
の
方

②
病
院
事
業
等
の
経
営
に
関
心
の
あ

　

る
方　

③
年
２
〜
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会

　

議
な
ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
委
員
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合

は
３
０
０
０
円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

町
立
病
院
事
務
局

☎
85

－

２
１
５
５

◆
任
期

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

◆
共
通
す
る
応
募
資
格

(1)
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の
審

　

議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

(2)
年
間
複
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
な

　

ど
に
出
席
で
き
る
方

(3)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な
い

　

こ
と

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務
を

　

果
た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な

　

い
こ
と

④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被

　

補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募
要
項
及

び
応
募
用
紙
は
各
所
管
部
署
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　

３
月
１
日（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で
審

査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

◆
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非
常

勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
の

で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第

３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け
る
と
と

も
に
、
同
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た

場
合
（
職
務
上
知
り
得
た
個
人
の
秘

密
を
漏
ら
し
た
場
合
な
ど
）
は
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

審議会等委員募集
あなたの意見で “しらたか” は変わります。「

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
」委
員
募
集
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▼活動内容　結婚に関する相談、婚活支援、仲人活動等

▼任期　平成 28年４月１日から平成 30年３月 31日まで

▼募集人員　15人程度

▼応募資格　
❶町内に住所を有するか、町内出身の方で、応募時点で満 20歳以上の方
❷結婚支援に熱意と関心があり、ボランティアとして活動できる方
❸月１回程度の会議に出席できる方
※詳しくはお問い合わせください。

▼応募締切　３月１日（火）

▼応募方法　健康福祉課へご連絡いただくか、町ホームページをご覧く
ださい。

▼その他　「白鷹町審査会等委員選考に係る基準」を準用し審査のうえ
選考し、審査結果を応募者全員に通知します。
■申し込み・問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係　☎８６- ０２１２

若者たちの出会いを応援してみませんか？

婚活サポート委員募集！

　

町
で
は
、
町
環
境
基
本
計
画
を
推
進

す
る
た
め
、
白
鷹
町
の
住
み
よ
い
美
し

い
環
境
を
と
も
に
考
え
、
と
も
に
つ
く

る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に
語
り

合
い
な
が
ら
町
が
目
指
す
べ
き
環
境
像

を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
募
集
す
る
委
員
の
名
称

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

委
員

▼
組
織
構
成

　

こ
の
会
議
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
地

球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
基
本
計
画
の

推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。
ご
み
減
量
化

対
策
を
進
め
る
う
え
で
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
も
兼
ね
て
委
嘱
し
、
活
動
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

５
人
程
度
（
委
員
定
数

20
人
以
内
の
う
ち
の
５
人
）

▼
任
期　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点
で

　

満
20
歳
以
上
の
方

(2)
ご
み
の
減
量
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水

　

環
境
等
に
関
心
の
あ
る
方

(3)
年
６
〜
８
回
程
度
の
会
議
、
啓
発
活

　

動
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
席
で
き

　

る
こ
と

(4)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な
い
こ

　

と
(5)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
方

①
納
税
等
（
町
税
等
）
の
義
務
を
果
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い

　

こ
と

④
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補

　

助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

▼
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
町
民
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
民
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　

３
月
１
日（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
そ
の
他　

　

「
白
鷹
町
審
査
会
等
委
員
選
考
に
係

る
基
準
」
を
準
用
し
審
査
の
う
え
選
考

し
、
審
査
結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

「
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
」委
員
募
集

　未来を担う若者たちの力は町を元気にしてくれます。出会いや婚活を
支援するサポート委員を募集します。

▼場所　健康福祉センター
２階相談室

▼相談料　無料
■問い合わせ　
　健康福祉課子育て支援係
　☎８６-０２１２

　婚活サポート委員会で
は、「婚活応援室」とし
て結婚相談を毎月開催し
ています。お気軽にご相
談ください。

婚活応援室
結婚にお悩みの方のための

２月の開催日    

３月の開催日

　２月17日（水）
　　午後４時～７時

　３月16日（水）
　　午後４時～７時　
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平
成
28
年
度
か
ら
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

調
理
等
業
務
を
民
間
に
委
託
し
ま
す

　

白
鷹
町
で
は
、
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

等
を
対
象
に
学
校
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

給
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
か
ら
は
、
「
お
い
し

い
」
「
あ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

町
職
員
で
調
理
し
各
学
校
へ
お
届
け
し
て
き
ま

し
た
が
、
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
て

い
る
地
域
資
源
と
し
て
の
農
産
物
の
さ
ら
な
る

活
用
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な
雇
用

の
創
出
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
、
地
域
経

給食費について
　保護者の皆様からお預かりした給

食費は、食材代のみに使われます。

また、 給食会計の運営は、 引き続

き町が行います。 現在、 小学校１

食２６２円、 中学校１食３０４円で給

食を提供しています。

給食の内容について
　献立作成や調理物の検査は引き

続き栄養教諭が行いますので、 提

供する給食のおいしさや品質等は

これまでと変わりません。 また、 通

常の給食の他に、 好評を得ている

年１回のバイキング給食 （対象は

各小学校６年生）、 年８回程度のリ

クエスト給食、 年５回程度のセレク

ト給食、 年１回の白鷹 FOOD 恵み

の日などのイベント給食を引き続き

実施します。

　なお、 アレルギー対応食の提供も

引き続き実施します。

給食内容の確認や評価について
　給食内容の確認や評価について

は、 学校給食共同調理場運営委員

会等で引き続き行います。

　保護者の皆様から負担いただきま

した給食費で献立を作成し、 適切

な栄養の摂取による健康の保持増

進はもちろん、 児童生徒の皆さん

に楽しみにしていただける給食の提

供を心がけています。

　なお、 学校給食についてのお問

い合わせ等は、 共同調理場までお

願いいたします。

今までと何が変わるの

引き続き町（設置者）が行うもの

　施設・設備の管理、給食会計、一般事
務、献立の作成や食材の検収、調理の指
示、調理物の検査

委託する業務

　食材の発注（地産地消推進における地
元産食材の調達率や一部食材の購入指定
などの条件付）、調理作業、配缶、配送、
回収、洗浄、保管、消毒、清掃、ボイラー
管理、附帯事務

「引き続き町（設置者）が行うもの」
と「委託する業務」の区分

今までと何が変わるの？

済
循
環
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
た
め
、
平
成
28

年
４
月
よ
り
学
校
給
食
共
同
調
理
場
業
務
を
民

間
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
第
１
期

の
委
託
事
業
者
は
、
一
般
財
団
法
人
白
鷹
町
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
で
、
委
託
期
間
は
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
以
降
の
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に

引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
今
年
度
の

給
食
は
町
の
調
理
師
４
人
と
白
鷹
町
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
財
団
の
職
員
で
毎
日
作
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
お
い
し
く
、
安
心
安
全
な
給
食
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問   白鷹町学校給食共同調理場　☎８５-３１３６　[FAX] ８５- ３１２２

ちょうりじょう
ゆうびん

空
き
家
の
利
用
希
望
者

空き家問題にストップ！
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空
き
家
を
貸
し
た
い
方

空
き
家
を
売
り
た
い
方　

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
こ

と
で
、
住
宅
を
お
探
し
の
方
に
対

し
て
、
広
く
情
報
提
供
を
行
う
事

が
で
き
ま
す
。

※
登
録
の
た
め
の
様
式
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
、

住
む
こ
と
が
で
き
る
住
居
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
み
の
登

録
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
住
ま
い
を
お
探
し
の
方

　

空
き
家
物
件
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
田
舎
暮
ら
し

―

白
鷹
町

―

白
鷹
で
暮
ら
そ
う
」http://

shirataka-iju.jp/

）
ま
た
は
協

議
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
か
ら
空

き
家
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【問い合わせ】
白鷹町空き家対策ネットワーク協議会事務局
〒 992-0832　山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥乙 1027 番地の 35
☎ 85-2540　[FAX]85-3054　[E ﾒｰﾙ ] moriya-k@amber.plala.or.jp

空
き
家
の
利
用
希
望
者

空
き
家
の
所
有
者

白鷹町空き家バンクの仕組み　

空き家問題にストップ！

現在、町内では６件の空き家が
空き家バンクに登録されている

❶空き家に関  
　する相談
❷空き家バン
　クの登録
❸交渉や契約
　の仲介

❶住居に関す
　る相談
❷登録物件の
　情報提供
❸交渉や契約
　の仲介

空き家の相談
空き家バンクの紹介

空き家の相談
空き家バンクの紹介

白  鷹  町
■ 移住交流施策として、移住者の住まい探しで空き家バンクを紹介していきます。
■ 山形県の住宅リフォーム支援事業や空き家利活用支援事業の紹介と手続きの協力を行います。
■「特定空家」対策を担当します。

空
き
家
バ
ン
ク
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
は
、
登

録
し
た
空
き
家
を
買
い
た
い
方

や
、
借
り
た
い
方
に
紹
介
す
る
取

り
組
み
で
す
。　

　

住
宅
は
、
人
が
住
ま
な
く
な
る

と
早
く
老
朽
化
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
空
き
家
を
住

め
る
う
ち
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
放
置
空
き
家
の
解
消
や
適

正
管
理
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
町
内
空
き
家
の

増
加
、
若
者
世
代
や
移
住
者
の
住

ま
い
に
関
す
る
相
談
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
町
内
事
業
者
と
協

議
を
行
い
、
町
内
の
不
動
産
業
者

で
組
織
す
る
「
白
鷹
町
空
き
家
対

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が
空

き
家
バ
ン
ク
を
運
営
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

空き家バンク
【運営】
　白鷹町空き家対策ネットワーク協議会

【組織構成】　
　㈲守屋工務店（事務局）　　　 　㈱鈴木工務店　　
　㈱丸ト建設　　　　　　　 　　㈱長谷川建設　
　加藤製材所 不動産部　　　　　㈱木林森不動産部

【取り組み】
　白鷹町における空き家に関する事業をとおし、利活用
と定住の促進、地域環境保全を図ることで地域に貢献す
ることを目的としています。
❶専門家の視点から、空き家の売買・賃貸・解体などさ
　まざまな相談を受けつけます。
❷空き家バンクに登録し、広く情報提供を行います。
❸空き家所有者と利用希望者の契約等の仲介を行います。
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◆功労賞
横山一夫さん（町ソフトボール協会会長）
関　英男さん（町グラウンドゴルフ協会会長）
◆指導功績賞
寒河江常智さん（空手道・和道愛好会）
◆殊勲賞
上村栞凪さん（陸上／鮎貝小６年・白鷹西陸上）
廣居千尋さん（陸上／鮎貝小６年・白鷹西陸上）
髙橋翔馬さん（バドミントン／白鷹中２年）
安達桂子さん（陸上／九里アスリートクラブ）
青木順一さん（水泳／山形中央高３年）
長谷部陽香さん（ソフトボール／上山明新館高３年）
村上魁人さん（バスケットボール／山形南高３年）
◆栄光賞
菅　守継さん（ソフトボール／南陽高３年）
竹田　快さん（ソフトボール／南陽高３年）
佐藤功基さん（ソフトボール／南陽高２年）
新野右京さん（ソフトボール／南陽高２年）
横澤史鷹さん（ソフトボール／南陽高２年）
板垣翔斐さん（ソフトボール／南陽高1年）

◆芸術文化賞
時田　進さん（白鷹金剛会）
橋本善助さん（白鷹吟友会）
山口惠子さん（白鷹俳句会「まんさく」）
◆奨励賞
新野トシ子さん（民踊けんこう教室）
齋藤みさをさん（白鷹民踊愛好会）
◆感謝状
（故）田中五郎さん（侃鶯会白鷹支部）

白鷹町スポーツ振興懇談会／白鷹町体育協会表彰式

白鷹町芸術文化協会「新春のつどい」

　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
談
会
が
１

月
16
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
『
子
ど
も
た
ち
が
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
』
と
題
し

て
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

の
資
格
を
持
つ
秋
葉
早
緒
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
指
導
者
を
は
じ

め
と
す
る
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
、
実
際

に
体
を
動
か
し
な
が
ら
運
動
の
効
果
を

体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
と
、
平
成

27
年
度
に
輝
か
し
い
功
績
を
残
さ
れ
た

方
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
、
九
里
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

所
属
の
安
達
桂
子
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
の

支
え
が
あ
る
か
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き

る
」「
活
躍
す
る
こ
と
で
恩
返
し
を
し

た
い
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

　

１
月
17
日
、
パ
レ
ス
松
風
に
お

い
て
、白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会「
新

春
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
会
員
な
ど
約
１
２
０

人
が
出
席
。
平
成
27
年
度
の
経
過

報
告
に
引
き
続
き
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
６
人
に
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
白
鷹
町
芸

術
文
化
協
会
の
伊
藤
久
志
会
長

は
「
経
糸
（
た
て
い
と
）
と
緯

糸
（
よ
こ
い
と
）
が
き
れ
い
に
組

み
合
わ
さ
っ
て
で
き
る
白
鷹
紬
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
協

力
し
合
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
芸
術

や
新
し
い
文
化
を
つ
く
り
上
げ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典
後

に
は
会
員
同
士
の
交
流
会
が
行
わ

れ
、
互
い
の
活
動
や
こ
れ
か
ら
の

抱
負
な
ど
で
会
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。

新春を祝う白鷹花柳会による「祝舞」

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
状

　
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
遠
藤
真
弓
さ
ん
が
着
任
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12
月
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た

蒲
生
成
子
さ
ん
（
荒
砥
）
に
、
法
務
大
臣

と
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
状

　

１
月
１
日
よ
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
新
た
に
嶋
林
淳
子
さ
ん
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
３
年

間
で
す
。

【
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

　

髙
橋
武
夫
さ
ん
（
高
玉
）

　

芳
賀
健
治
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

嶋
林
淳
子
さ
ん
（
荒
砥
）
※
新
任

　

鈴
木
和
夫
さ
ん
（
十
王
）　

　

鈴
木
成
子
さ
ん
（
中
山
）　 

　

遠
藤
啓
子
さ
ん
（
広
野
）　

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
86

－

６
１
３
１

　
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

白
鷹
町
で
２
人
目
と
な
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
隊
員
と
し
て
、
福
島
県
白

河
市
出
身
の
遠
藤
真
弓
さ
ん
が
、
１
月
15

日
付
で
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委

嘱
期
間
は
最
大
３
年
間
で
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
遠
藤
真
弓
さ
ん
が
着
任

▲イベント等の企画もして
みたいと意気込む遠藤さん

　

小
学
校
の
中
学
年
か
ら
神
奈
川
県
横

浜
市
で
育
っ
た
と
い
う
遠
藤
さ
ん
。「
以

前
か
ら
木
や
山
に
興
味
が
あ
り
、
田
舎

で
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
」
と
話

し
、「
写
真
を
撮
る
こ
と
も
好
き
な
の

で
、
季
節
を
通
し
て
町
の
い
ろ
ん
な
表

情
を
切
り
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
目
を

輝
か
せ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
荒
れ
た
里
山
の
再
生
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
「
し
ら
た

か
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
務
所

を
拠
点
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
「
最

上
川
森
の
健
康
診
断
」
な
ど
の
事
業
支

援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▼応募地域割合
応募数 割合

白鷹町内 410 13％
置賜
（町内除く） 708 23％

村山 849 27％
最上・庄内 85 3％
宮城県 455 15％
東北・新潟
（宮城除く） 301 10％

関東 253 8％
その他 50 2％
合計 3,111 100％

▼年齢割合
全体 割合

0－ 10 代 103 3％
20 代 157 5％
30 代 296 10％
40 代 412 13％
50 代 645 21％
60 代 871 28％
70 代 384 12％
80 代以上 116 4％
不明 127 4％
合計 3,111 100％

　昨年 11 月から 12 月に町内の隠れ蕎麦
屋 4店舗にて開催した “新そばキャンペー
ン 2015” には、昨年度を 500 通ほど上回
る 3,111 通のご応募をいただき、誠にあ
りがとうございます。
　そば無料券や米沢牛、つや姫、あかす
ももワイン、漬物や町内銘菓など、総勢
100 名様に当たる特産品プレゼント当選
者の発表は、賞品の発送をもってかえさせ
ていただきました。
　町内はもとより、遠方からも多くの方に
お越しいただきました。今後もしらたかの
そばをどうぞお楽しみください。

新そばキャンペーン集計結果より

「隠れ蕎麦屋の里」しらたか  

　　　   新そばキャンペーン
たくさんのご応募ありがとうございました
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置賜地区ソフトボール技術講習会
目指すは全国！そしてその先へ

　１月 10 日、11 日の２日間にわたり、ソフトボール技
術講習会実行委員会の主催による「置賜地区ソフトボール
技術講習会」が開催されました。
　この講習会は、平成 29年度に山形県で開催される全国
高校総体に向け、ソフトボール競技における投手、守備、
打者の基礎から応用技術、練習方法を習得することを目的
としたもの。白鷹町及び長井市が競技会場となることから、
この日は荒砥高校、長井高校、長井工業高校、そして白鷹
町出身選手の所属する米沢中央高校、さらには白鷹中学校
から合わせて約50人が参加。選手たちは、ボールの投げ方、
バッティング、体幹トレーニングなど、講師の先生から細
かい部分まで指導を受けながら、何度も自分の動きを確か
めていました。米沢中央高校ソフトボール部に所属する今
野りおんさん（白鷹西中出身）と青木菜々さん（白鷹東中
出身）は、「地元の皆さんに成長している姿を見せたい」「中
学校のときから練習や試合で使ってきた馴染みの場所なの
で、絶対に出場したい」と熱い気持ちを言葉にしました。

　山形県中学生バスケットボール選手権大会決勝大
会が１月 16 日と 17 日に開催され、白鷹中学校男
子バスケットボール部が見事優勝を果たしました。
　白鷹中学校は予選リーグを組１位で通過すると、
決勝トーナメントを順当に勝ち上がり、決勝戦では
上山南中学校を相手に 56 対 46 で勝利。置賜の中
学校バスケットボールの歴史にその名を刻みまし
た。蹄翔太主将は「年末年始に出場した大会で、全
国レベル・東北レベルの戦いを経験したことがプ
レーに生きた」と勝利の要因を話し、「今日の結果
を目標である全国大会への第一歩と考え、ここでと
どまることなくこれからも練習に励んでいきたい」
とチームのさらなる躍進を誓いました。

山形県中学生バスケットボール選手権大会決勝大会
白鷹中学校男子バスケットボール部が優勝

toto や BIG の収益は、日本のあらゆるスポーツに役立てられています。
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願わくは無益息災・五穀豊穣
町内各地でヤハハエロ
　１月 10日から 11 日にかけて、町内各地でヤハハエロ（さいとう
焼き）（※）が行われました。
　各地区ごと正月に飾られた松や古いお札などが集められ、わらなど
を使って斎塔（さいとう）を準備。ほとんど雪のない今年は、火の燃
え移りなどがないよう各地区消防団が例年以上に注意を呼びかけまし
た。そして、日も暮れて辺りが真っ暗になったころに点火。集まった
地域の人たちは天高く燃え盛る炎を見つめ、人の輪の中から「ヤハハ
エロ～」と掛け声が飛ぶと、それに続いて各々が、今年一年良い年で
あるよう願いを込めて「ヤハハエロ～」と続けました。　

（※）ヤハハエロ（さいとう焼き）…昔から行われてきた、無病息災・五
穀豊穣を願う小正月の行事。

新たな年に期待を込めて
白鷹町新春賀詞交歓会

文化財防火デー
地域の宝を守るのは、地域の力

　１月４日、ＪＡ山形おきたま白鷹支店を会
場に「新春賀詞交歓会」が盛大に開催されま
した。
　この賀詞交歓会は、新春を寿（ことほ）ぎ、
町勢の一層の伸展を祈念することを目的とし
た催しであり、白鷹町での開催は初。産業振
興戦略会議を構成している、白鷹町、商工会、
ＪＡ山形おきたま、山形県酪農業協同組合、
観光協会、一般財団法人白鷹町アルカディア
財団を中心に実行委員会を組織し、準備が進
められてきました。

　１月 26日の「文化財防火デー（※）」に合わせ、１月 24日に深山
観音堂で防火訓練、26日に鮎貝八幡宮で防火祈願祭が行われました。
　雪の降りしきる中で行われた深山観音堂での防火訓練には、深山観
音堂自衛消防隊、深山区消防団、消防白鷹分署から合わせて約 30人
が参加。訓練は観音堂の火災報知機が作動するところから開始され、
119 番への通報、隊員への出動命令、放水、撤収までをすばやく行
うとともに、その一連の流れをしっかりと確認しました。地域の宝は、
こうして地域の皆さんによって守られ、後世へと伝えられていきます。

（※）文化財防火デー…昭和 24 年の１月 26 日に、世界最古の木造建造物
である法隆寺（奈良県）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基づき定
められました。

　この日は、町長をはじめ、町内外各界から約 180 人が出席。新年のあいさつを
交わすとともに、町の現状、課題に目を向け、2016 年の飛躍を誓い合いました。

●15　　 広報しらたか　2016. ２. ９



町
で
は
、
荒
砥
高
校
に
入
学
さ
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
、
荒
砥
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展

や
魅
力
ア
ッ
プ
を
願
い
、
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
町
を
挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

サポートその１

荒砥高校新入生応援プロジェクト
町では、「笑顔かがやき　心かよう　美しいまち」をめざしています。
町の将来を担う高校生には、充実した高校生活を送り、めざす進路
を実現してほしいという願いから、荒砥高校に入学される皆さんを
応援します。

サポートその２

介護職員初任者研修資格取得支援
白鷹町社会福祉協議会が実施する研修を受講し、介護の仕事の入門
とされている資格を取得することができます。講義のほか、介護の
現場で活躍する職員から、実践的な演習を受講することができます。
専門知識を習得するだけでなく「講座を通じて成長した自分を実感
できる」と好評です。

新たに入学される皆さんに、制服・教科書・運動着・通
学定期券等の購入費用の一部を支援します。

荒砥高校新入生に

　　応援券 7万円分を助成します。

荒砥高校の生徒が受講する場合

　　　　受講料を町が支援します。

荒砥高校は…
　小規模校の特性を生かし、生徒一人
ひとりを認めて伸ばす教育を実践して
います。また、学校をあげてボランティ
ア活動や地域活動に参加するなど、地
域との連携のもと、生徒の実践的な活
動を通じた学びを大切にしています。

荒
砥
高
校
新
入
生
を
応
援
し
ま
す
！

【問い合わせ】
荒砥高校をサポートする会
事務局／企画政策課企画調整係　
☎８５-６１２３

  平成 28 年  春
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平
成
27
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
ヶ

月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

１
、２
、３
年
と
総
合
学
科
が
そ
ろ
い
、
総
合

学
科
完
成
の
年
度
で
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
系
列
名

称
と
中
身
が
変
わ
り
ま
す
。

　

総
合
学
科
と
し
て
は
ま
だ
歴
史
が
浅
く
、

荒
砥
高
校
の
総
合
学
科
を
よ
り
魅
力
あ
る
学

科
に
す
る
た
め
に
、
系
列
名
称
だ
け
で
な
く

教
育
課
程
（
学
べ
る
科
目
な
ど
）
全
体
を
見

直
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
系
列
ご
と
の

目
的
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
の
実
現
を
図
る

た
め
に
科
目
の
設
定
や
配
置
を
改
善
し
ま
し

た
。
新
し
い
教
育
課
程
は
平
成
28
年
度
入
学

生
（
現
中
学
３
年
生
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

平成 27年度から 28年度へ　
　　　　― 総合学科完成から次のステップへ ―

荒高掲示板 
～県立荒砥高等学校～

　　

ひがしね
保育

系
列
名
称
を
変
更
し
た
の
は
そ
の
一
環
で
、

学
べ
る
内
容
や
進
路
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
名
称
に
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
Ｑ
＆
Ａ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

就
職
希
望
者
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
手
厚
い

指
導
と
内
定
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、
さ
ら

に
上
級
学
校
進
学
志
望
者
に
は
２
年
次
３
学

期
か
ら
の
添
削
指
導
や
講
習
な
ど
で
専
門
学

校
・
短
大
は
も
と
よ
り
、
４
年
生
大
学
へ
の

志
望
達
成
に
も
備
え
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
計
画
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
社
会
貢
献
・

視
野
拡
大
、
部
活
動
で
汗
を
か
き
、
地
域
に

貢
献
す
る
社
会
人
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
理
解
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

≪文理総合系列≫

【特徴】５教科の科目を中心に選択し、幅広い学
力を身につける。
【目指す資格】漢字検定２級、数学検定２級、英
語検定２級　など
【卒業後】４年制大学への進学、短期大学への進学、
看護・医療系への進学、公務員

≪福祉・生活系列≫

【特徴】福祉や家庭系科目を多く選択し、基礎的
な知識や技術を身につける。
【目指す資格】介護職員初任者研修（白鷹町）受
講（※旧ホームヘルパー２級）、保育技術検定３級、
日本赤十字救急法救急員、食物検定２級
【卒業後】福祉施設への就職、福祉系専門学校へ
の進学

≪ビジネス・教養系列≫

【特徴】ビジネス系科目を多く選択し、実務的な
知識・技術を学ぶとともに、基礎的・基本的学力
を高める。
【目指す資格】情報処理検定２級、ビジネス文書
実務検定１・２級、珠算電卓実務検定３級
【卒業後】地元企業への就職、専門学校への進学

第65回山形県統計グラフコンクール

　山形県統計協会と山形県の主催による、
山形県統計グラフコンクールにおいて、蚕
桑小学校３年生の作品が入選しました。

【
入
選
】　

｢

こ
ぐ
わ
小　

ケ
ガ
の
多
い
曜
日
と
ケ
ガ

の
し
ゅ
る
い｣

蚕
桑
小
学
校
３
年
生（
今
野
正
就
く
ん
、

新
野
葵
く
ん
、
丸
川
裕
太
く
ん
、
湯
澤
一

徳
く
ん
、
大
久
保
瑚
花
さ
ん
）

『子どもいっぱいほしい』

年長児Ａ男「僕、大人になったら子どもいっぱいほしい」

年長児Ｂ男「俺はこどもいらね」

年長児Ａ男「なんで！かわいいのに」

年長児Ｂ男「だって、かみなりなっと、すぐ泣くもん」

年長児Ａ男「そういう時は、よしよしってすると大丈夫

　　　　　  だよ！」
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容

1月 5日 香典 30,000　
社会福祉法人長井福
祉会前理事長弔慰金

1月 7日
御祝 3,200　 鮎貝八幡宮歳旦祭

御祝 3,300　 荒砥八幡神社歳旦祭

1月 12日

御祝 5,000　
白鷹町酪農組合新春
交流会

御祝 5,000　
白鷹きらやか会新春懇
談会

1月 13日 香典 10,000　 県知事ご親族弔慰金

1月 15日 贈答品 19,800　 重要事業要望

町長交際費町長の主な動静 １月 １月
月　日 行　　事　　名

1月 4日
仕事始めの式

白鷹町新春賀詞交歓会

1月 7日
まちづくり複合施設等整備特別委員会

白鷹ロータリークラブ新年会

1月 9日

蚕桑地区新春のつどい

十王地区新春懇談会

消防団最高幹部交流会

1月 10日 鮎貝地区新春懇談会

1月 12日
東北電力株式会社長井営業所 LED灯贈
呈式

1月 13日 白鷹町環境審議会

1月 14日

新年度予算町長査定　～ 20 日まで

白鷹町酪農組合新春交流会

男女共同参画計画策定委員会

1月 15日

地域おこし協力隊委嘱式

定例課長会

白鷹町人権擁護委員感謝状贈呈式

白鷹町保育協議会「保育を語る会」

　

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
岡
崎
鹿

造
会
長
）
様
よ
り
、
町
の
発
展
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
、
町
に
８
万
円
を

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
へ
の
寄
附
に
感
謝

東
北
電
力
株
式
会
社
長
井
営
業
所
　
様

　

１
月
12
日
、
東
北
電
力
株
式
会
社
長

井
営
業
所
様
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
町
に

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め
に
、

町
内
各
所
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
様

月　日 行　　事　　名
1月 16日 白鷹町スポーツ振興懇談会

1月 17日 白鷹町芸術文化協会新春のつどい

1月 19日 山形県町村会総務委員会

1月 21日 白鷹きらやか会新春懇談会

1月 22日 重要事業要望　（東京都）

1月 25日 農業委員会新春懇談会

1月 26日

臨時課長会

町振興審議会

山形県林政推進町村長懇談会新春林政
講演会

1月 27日 あゆ茶屋をめんど見る会新年会

1月 28日

議会運営員会

平成 28 年第１回白鷹町議会臨時会

西置賜建設業協会新春建設事業懇談会

1月 29日 置賜地方首長議長懇談会

1月 30日 新荒砥橋架替工事着工記念式典

支出日 区分 支出額（円） 内　　　　容
1月 15日 御祝 3,000　 防火祈願祭

1月 18日 御祝 3,000　 新春建設事業懇談会

1月 19日
香典 10,000　 元職員弔慰金

香典 10,000　 元職員弔慰金

1月 20日 御祝 3,000　 白鷹町青申会定時総会

1月 28日 贈答品 5,115　 重要事業要望

1月 29日 御祝 3,300　
あゆ茶屋をめんど見る
会新年会

計 113,715　
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表２　死因別死亡率　※人口10万人対

町 県 国
H20 H25 H25 H25

がん 344.6 375.3 353.4 290.3

心疾患 172.3 272.9 204.7 156.5

脳血管疾患 338.2 136.5 152.1 94.1

※呼吸器系の疾患 242.5 348.0 216.4 162.0

人口動態統計、山形県保健福祉統計

※人口 10 万対…人口 10 万人あたり
※呼吸器系の疾患…肺炎、慢性閉塞性肺疾患（COPD）など

　私たちがいつまでも自分らしく、生きがいをもち、心豊かに暮らしていくためには、健康寿命（日常生活
に制限のない期間）を延ばすことが重要です。今回は、最新の現状から『素敵に年を重ねる高齢期の健康づ

くり』について、食事や活動（運動）など、生活の中で気をつけたいポイントをお知らせいたします。　

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

１．平均寿命と健康寿命

　第２次健康増進計画の中では、生活習慣病予防と重症化予防や介

護予防に取り組むことで、健康寿命の延伸を目指しています。国の

統計から平成 22 年からの３年間で健康寿命は、男性が 0.78 年、女

性が 0.59 年伸び、平均寿命の伸びを上回ったことがわかりました。

　表１より、介護が必要になった原因は脳血管疾患が最も多く、次いで高血圧性疾患、認知症となっていま

す。中でも 65 歳未満は６割以上が脳血管疾患によって介護が必要な状態になっています。

　表２より、年によって変動がありますが、町の死亡率は、５年前に比べると心疾患で高く、脳血管疾患で

低くなりました。死因に占める生活習慣病の割合は約５割と低くなっています。一方、肺炎や慢性閉塞性肺

疾患などによる死亡が増えています。

からだとこころの健康づくり

脳血管疾患
21.0％

高血圧性疾患
18.5％

認知症
17.8％

関節疾患・
骨折・転倒
14.3％

がん
8.0％

心疾患
3.2％

その他
17.2％

表１　介護が必要になった原因

【H25 町初回申請者　健康福祉課】

２. 介護と死亡の状況　

男性 0.78 年 UP 女性 0.59 年 UP

H25 健康寿命（H22 比較）

３．素敵に年を重ねる生活のポイント

　上記１、２より、早い段階から生活習慣病を予防することが介護予防に

つながり、いつまでも元気で過ごすための方法になることがわかりました。

あわせて、予防接種による肺炎予防や禁煙による COPD 予防も大切です。

▼ふれあいサロンなどの地域の取組に積極的に参加しましょう

▼健康診断を受けて自分の体の状態を知り、その後の生活にいかしましょう

▼案内が届いたら予防接種を受けましょう

▼自分に合った運動と主食・主菜・副菜をそろえた食事、禁煙を心がけましょう
いつまでも元気な毎日を
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明
日
の
福
枕
に
託
し
床
に
つ
く
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

福
島
の
塩
屋
に
響
く
み
だ
れ
髪
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

五
郎
丸
の
ポ
ー
ズ
ま
ね
て
福
引
か
な
　
　
　
武
蔵
野
市
　 

池
田
　
武
子

福
の
神
宿
れ
ば
長
寿
証
し
な
り
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

寒
中
耐
え
桜
前
線
福
の
花
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

福
の
神
待
っ
て
る
人
を
通
り
過
ぎ
　
　
　
　
大
　
瀬
　
五
十
公
野
春
己

福
々
し
い
顔
に
し
っ
か
り
笑
い
皺
　
　
　
　
世
田
谷
　
糸
　
　
マ
サ

謎
秘
め
て
脇
で
微
笑
む
福
禄
寿
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

福
引
の
た
め
に
買
い
た
す
い
ら
ぬ
も
の
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

平
輪
を
し
っ
か
り
刻
ん
で
福
を
呼
ぶ
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

初
孫
は
大
き
な
餅
で
福
を
よ
ぶ
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

福
笑
い
今
年
は
上
手
く
出
き
た
か
な
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

福
よ
こ
い
晴
れ
の
夕
暮
れ
西
山
に
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
　
健
次
郎

節
分
の
主
役
は
曾
孫
た
ち
福
を
よ
ぶ
　
　
　
萩
　
野
　
川
部
　
ち
ゑ

毎
日
を
笑
み
心
が
け
福
来
た
る
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

春
光
の
雪
解
け
庭
に
福
寿
草
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
弘

幸
福
を
求
め
人
生
歩
ん
で
く
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

福
よ
こ
い
疫
病
神
を
追
っ
払
え
　
　
　
　
　
つ
く
ば
　
斎
藤
　
靖
夫

福
の
神
当
選
願
い
夢
を
買
う
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

七
転
び
八
起
天
じ
て
福
と
な
り
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

破
魔
弓
に
願
い
託
し
て
福
を
待
つ
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

ぜ
ん
意
の
心
前
に
進
ん
で
福
と
会
う
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

福
引
で
今
日
は
当
た
る
と
気
合
い
入
れ
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

長
ら
え
て
孫
の
笑
顔
に
福
を
見
る
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

三
世
代
笑
顔
の
仲
に
福
も
舞
う
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

福
の
神
迷
い
こ
ん
で
よ
宝
く
じ
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

福
と
福
書
く
だ
け
で
も
楽
し
み
や
　
　
　
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

福
呼
ぶ
と
言
う
一
枚
を
買
っ
て
み
る
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

薪
を
割
る
肩
の
あ
た
り
の
福
の
神
　
　
　
　
箕
和
田
　
樋
口
　
昭
吉
　

運
だ
め
し
引
い
て
お
み
く
じ
福
笑
い
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
努

一
年
間
福
は
何
処
か
と
夢
を
追
い
　
　
　
　
町
田
市
　
保
髙
　
悦
子

む
ず
か
し
い
大
福
様
の
福
お
ど
り
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

福
笑
い
皆
ん
な
の
顔
が
に
こ
や
か
に
　
　
　
ふ
じ
み
野
　
村
上
　
桂
造

福
耳
も
所
詮
は
主
の
汗
次
第
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

厳
寒
か
ら
春
を
告
げ
て
る
福
寿
草
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

福
祈
願
家
内
精
出
し
布
袋
様
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

福
引
で
今
年
も
掴
ん
だ
拭
く
の
紙
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

亡
き
ひ
と（
夫
） 

が
遺
し
て
く
れ
た
福
寿
草　
　
　
　
　
　

  

詠
み
人
知
ら
ず

　町報川柳　― 福 ―　　 

vol.58

豆
くらしの

知識

事例１  バックで除雪作業中に転倒し、除雪機の下敷きになった。

事例２  除雪機を使って自宅の庭の除雪作業をしていた際、詰まった雪を取ろう
と手を入れたところ、急に動き出し、左手の中指を骨折した。エンジンを止めた
つもりだったが、止まってなかった。

・雪の上は足元が非常に滑りやすいので、後方への移動や斜面で作業する際は、転倒に注意しましょう。
・投雪口の雪を取り除く際は、必ずエンジンを停止し、回転部が完全に止まったことを確認してから、
雪かき棒などを使って行いましょう。
・周囲の人を巻き込む事故も起きています。作業を行う際は、周囲に人がいないことを確認し、人を
絶対に近づけさせないようにしましょう。
・転倒したり足を挟まれたりしないよう、足元や周囲に障害物がないことを確認し、無理のない速度
で使用しましょう。

ア
ド
バ
イ
ス

除雪機（歩行型除雪機）の
事故にご注意ください！

次回「新」二月二十五日まで。　「休」三月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　
問  町民生活相談センター（町民課くらし環境係）☎85-6131 ／山形県消費生活センター　☎023-630-3238
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地域包括支援センター ℡86-0112

１．八乙女げんき塾　　

【目的】介護予防や仲間づくり
【会場】白鷹町老人福祉センター（荒砥地区コミュニティセンター隣り）
【利用】月曜日～金曜日の週１回（時間は午前 10 時から午後３時）
【内容】送迎、健康チェック、昼食、レクリエーション、運動、栄養改善、

口腔ケア等
【利用料】１回 700 円

＝
地
域
支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス
と
は
＝

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
方
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

地
域
支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

２．元気パワーアップクラブ　　
【目的】体力の維持向上やロコモ予防　　　　
【会場】新野医院・デイサービスすがい・みゆき整形外科クリニック
【利用】週１回（曜日は会場によって異なります）
【内容】健康チェック、運動、交流等
【利用料】１回 200 円

３．いきいき在宅生活サポート事業（ホームヘルプ）
【目的】一人暮らしや高齢者のみの世帯の方の日常生活自立のための支援
【利用】週１～２回の生活支援
【内容】ホームヘルパー派遣による掃除、買い物、食事づくり等
【利用料】１時間 236 円

４．短期宿泊活用地域生活サポート事業（ショートステイ）
【目的】在宅生活に不安を抱える高齢者が急な家族の不在時（冠婚

葬祭等で遠くに出かける場合等）に安心して生活できる環境支援　
【利用】１か月のうち７日間以内
【内容】介護施設へのショートステイ
【利用料】１日当たり 2,202 円～ 3,486 円（食費、滞在費含む）　

　　　　  ※ 施設によって料金が異なります。

５．地域生活あんしんネットワーク事業（緊急通報サービス）
【目的】一人暮らし等の高齢者の緊急時に対応できるネットワークづくり
【内容】急病などの緊急時に簡単な操作で受信センターに通報できる機 

器の設置による家庭内での安全確保
【利用料】１月あたり 540 円（町民税非課税で一人暮らしの方、または

高齢者のみの世帯の方）

広
告
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町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

 

　
　
　
　
　
　
　

☎
85-

６
１
３
１

長
井
警
察
署　
　

☎
84-

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所　

☎
85-

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所　

☎
85-

２
０
４
６

大
相
撲
１
月
場
所

（
１
月
10
〜
24
日
）

取組 星取 決まり手
１日目 ● 寄り切り

４日目 ○ 押し出し

６日目 ● 上手出し投げ

８日目 ○ 押し出し

10日目 ○ 押し出し

12日目 ○ 寄り切り

15日目 ○ 押し出し

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
場
所
は
久
し
ぶ
り
に
５
番

勝
ち
星
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
、
来
場
所
は
５
枚
目
以
内
も

見
え
て
き
ま
す
。

　

立
会
い
や
心
構
え
な
ど
を
、

親
方
や
兄
弟
子
た
ち
か
ら
教
わ

り
、
心
技
体
共
に
充
実
し
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
関
取
に
上
が
れ
る

よ
う
に
、
一
層
精
進
し
て
行
き

ま
す
。

　
白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

心
技
体
の
充
実
感
じ
る
５
勝

関
取
へ
ま
た
一
歩
前
進
！

西幕下７枚目　５勝２敗

交通事故発生状況　（平成 27 年 1/1 ～ 12/31 までの一年間）

発生件数 前年比 負傷者数 前年比 死者数 前年比

山形県 6,446 20 8,037 226 57 13

長井警察署管内 203 ▲ 12 273 9 0 ▲ 4

白鷹町 45 ▲ 4 71 10 0 ▲ 1

白鷹町内の交通事故の特徴
❶国道・県道の幹線道路での事故が 32件で町内全体事故の 7割を占めている。
❷事故形態は、車両相互が 39 件でその内 24 件が出合頭の事故で町内全体事故 
　の約５割を占めた。
❸重傷事故は９件発生（全て鮎貝地内）し、国道 ･県道の幹線道路で６件、出合
　頭の事故が５件発生。
❹高齢ドライバーが加害者となる事故は前年と比べ減少したが、被害者となる事
　故がわずかに増加した。
❺事故原因は、前方不注意、安全不確認、一時不停止によるものが多かった。

歩
行
者
は
…

『
油
断
大
敵
！
　

　
自
分
で
自
分
を
守
る
！
』

■
車
か
ら
歩
行
者
は
見
え
て
い

ま
せ
ん

・
道
路
わ
き
の
雪
山
の
か
げ
か

ら
急
に
横
断
し
な
い

・
足
元
を
気
に
し
過
ぎ
て
、
車

の
注
意
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

・
吹
雪
の
中
で
も
し
っ
か
り
安

全
確
認

■
家
の
出
入
口
付
近
で
除
雪
作

業
す
る
場
合

・
通
行
車
両
に
注
意
し
、
道
路
に

は
み
出
し
て
の
作
業
は
し
な
い

※
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
を
、
家
族
み
ん
な
で

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
…

『
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
！

　
　
　
あ
ぶ
な
い
冬
道
！
』

■
滑
り
や
す
い
路
面
を
見
落
と

さ
な
い

・
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
路
面

・
交
差
点
の
手
前
、
そ
の
付
近

・
橋
の
上

・
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口

・
ア
イ
ス
バ
ー
ン

■
油
断
し
が
ち
な
場
面
！
慎
重

な
運
転
を

・
暖
か
い
日
の
日
陰
部
分

・
雪
が
少
し
降
っ
た
早
朝

・
ゆ
る
い
下
り
坂
、
ゆ
る
い
カ
ー
ブ

・
わ
だ
ち
や
凹
凸

・
ラ
ッ
シ
ュ
が
過
ぎ
た
後
の
空

い
た
道

■
地
吹
雪
や
濃
霧
な
ど
の
悪
天

候
や
視
界
不
良
時
は
昼
間
点
灯

を
積
極
的
に
！

・
相
手
に
早
く
気
づ
か
せ
安
全

に
走
行

・
視
界
不
良
時
の
安
全
確
認
の

徹
底
と
徐
行

・
道
路
わ
き
の
雪
山
に
隠
れ
た

歩
行
者
や
車
の
予
測
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TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
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開館時間

あゆーむ

午前９時～午後５時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

関
連
事
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

パ
レ
ー
ド
の
進
行
方
向

   ―
―
 

藤
倉
麻
美×

宮
本
武
典

▼
い
　
つ
　
2
月
6
日
（
土
）〜
25

　
日
（
木
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

（
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展
と
共
通
）

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

● 

梅
津
五
郎
絵
画
展

　
　
　̶

̶

成
熟
と
挑
戦

● 

第
4
回  

　
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

3月までの休館日
2/15（月）・22（月）・29（月）
3/7（月）・14（月）・22（火）・28（月）

● 

第
30
回

同
時
開
催

▶
藤
倉
麻
美
・
作

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

藤
倉
麻
美
『
パ
レ
ー
ド
』

●
山
形
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展 

  vol.7

▼
い
　
つ
　
2
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
演
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
キ
ー
ボ

　
ー
ド
と
ベ
ー
ス
）
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内
　
容
　
み
ん
な
で
一
緒
に
生

伴
奏
で
名
曲
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

リ
ク
エ
ス
ト
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
い
　
つ
　
3
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※

申
込
み
不
要
、
た
だ
し
当
日
の

観
覧
券
が
必
要

ン
タ
ー
、
そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
展
実

行
委
員
会
、
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記

念
美
術
館

▼
い
　
つ
　
3
月
19
日
（
土
）〜
4

　
月
10
日
（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

　
5
時
（
4
月
は
午
後
7
時
ま
で
）

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
3
月
22
日
（
火
）、

　
28
日
（
月
）、
4
月
4
日
（
月
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

　
県
内
に
関
係
の
深
い
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
展
覧
会
シ
リ
ー
ズ
第

7
回
目
は
「
藤
倉
麻
美
」
の
作
品

展
で
す
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
洋

画
領
域
を
終
了
後
、
高
校
で
美
術

指
導
を
行
い
な
が
ら
制
作
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
彼
女
が
高
校
生
た

ち
と
の
日
常
生
活
か
ら
写
し
取
っ

た
「
瞬
間
」
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.4４

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

 
問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
は

す
べ
て
事
務
局
ま
で
♪ 

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」 

事
務
局(

教
育
委
員
会
内) 

 

 
 
 
 
 
 

℡
８
７
―
８
９
８
８ 

☆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ 

▼
第
１
・
３
水
曜  

サ
ッ
カ
ー 

 

   

第
２
・
４
水
曜  

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時 

▼
場
所 

白
鷹
中
学
校
体
育
館 

▼
対
象 

幼
児
～ 

☆
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ 

▼
毎
週
月
・
水
曜 

▼
午
後
６
時
30
分
～
７
時
50
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

小
学
４
年
生
以
上 

☆
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ 

 
 

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル 

▼
毎
週
月
曜 

▼
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
根
小
学
校
体
育
館 

▼
対
象 

キ
ッ
ズ
：
未
就
学
児
男
女 

 
 

 
  

な
で
し
こ
：
小
学
生
女
子 

キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
教
室 

▼
い
つ 

２
月
20
日(

土) 

▼
指
導 

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

育
成
普
及
コ
ー
チ
他 

▼
幼
児
＆
低
学
年
女
子
の
部 

 
 

午
前
９
時
～
10
時 

▼
高
学
年
女
子
の
部 

 
 

午
前
10
時
30
分
～
12
時 

▼
場
所 

東
根
小
学
校
体
育
館 

▼
持
ち
物 

内
ズ
ッ
ク
、
防
寒
着 

 

〝
ま
も
な
く 

 
 

新
年
度
募
集
開
始
!!
〟 

 

新
年
度
入
会
募
集
開
始
に
向
け

て
各
教
室
へ
見
学
、
体
験
に
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

☆
社
交
ダ
ン
ス 

▼
毎
週
木
曜 

 

▼
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

 
 

（
第
４
木
曜
の
み
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

▼
対
象 

大
人 

☆
け
ん
こ
う
塾 

▼
第
１
・
３
・
５
火
曜  

３
Ｂ
体
操 

 

   

第
２
・
４
火
曜  

ス
ト
レ
ッ
チ
等 

▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

大
人
、
シ
ニ
ア 

☆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室 

▼
毎
週
金
曜 

 

▼
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

大
人
、
シ
ニ
ア 

☆
バ
ラ
ン
ス
☆
ア
ッ
プ
教
室 

  

～
リ
ン
パ
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
～ 

▼
い
つ 

２
月
29
日
（月
） 

 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
陽
ホ
ー
ル 

▼
対
象 

ど
な
た
で
も 
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し
ら
た
か
そ
ば
ま
つ
り
開
催

　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興

会
会
員
が
白
鷹
山
麓
の
畑
で
栽

培
、
収
穫
し
て
手
打
ち
し
た
こ
だ

わ
り
の
蕎
麦
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
土
）
～
６

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋

▼
料
金　

前
売
券　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

１
２
０
０
円

■
前
売
券
販
売
・
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
茶
屋　
　

☎
85

－

５
５
７
７

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

２
１
２
１

町
観
光
協
会　

☎
86

－

０
０
８
６

紅
花
栽
培
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

白
鷹
町
は
、
紅
花
生
産
量
日
本

一
を
誇
る
町
で
、
今
年
度
「
日
本

の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
」
連

携
推
進
本
部
を
組
織
し
、
生
産
量

の
さ
ら
な
る
拡
大
と
紅
花
に
よ
る

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

推
進
本
部
で
は
、
平
成
28
年
度

の
紅
花
生
産
量
の
拡
大
と
、
生
産

者
確
保
を
図
る
た
め
、
生
産
者
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
紅
花
栽
培
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

▼
内
容　

紅
花
栽
培
に
つ
い
て

　
　
　
　

堆
肥
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
　

そ
の
他

▼
申
込
期
限　

２
月
15
日
（
月
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る

町
」
連
携
推
進
本
部
（
産
業
振
興

課
内
）

☎
85

－

６
１
３
６

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

◇
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

２
月
13
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ワ
ナ
ゲ
、
ペ
タ
ン
ク

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
ズ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

白
鷹
町
史
談
会
研
修
会
の
ご
案
内

　

今
回
は
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
巡

礼
道
「
道
智
道
」
を
、
36
年
ぶ
り

に
徒
歩
で
た
ど
り
ま
し
た
。
そ
の

報
告
と
道
智
道
の
講
演
を
行
い
ま

す
。
会
員
以
外
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

2
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階　

大
会
議
室

▼
基
調
講
演　

原
淳
一
郎　

氏

（
米
沢
女
子
短
大
准
教
授
）

▼
報
告　

伊
藤
隆　

氏
（
白
鷹
山

岳
会
事
務
局
長
）、
志
田
菊
宏　

氏
（
湯
殿
山
神
社
宮
司
）、
布
施

範
行　

氏
（
六
十
里
越
街
道
山
船

頭
協
会
）

募
　
集

催
　
し

▼内容と開始時間
◇開会行事…午前９時 30 分
◇滑ってゲット（雪上そり）とお楽しみ抽選会　
　　　　　　　　　　　　　　　…午前 10 時
◇ミルクバー…午前 10 時～
◇空からの贈り物…午前 10 時 30 分頃
◇餅つき大会…午前 11 時 30 分
※餅のトレー（100 円）をお買い求めください。

▼その他
◇午前９時から午後１時までリフト料金が無料
です。（※午後１時から通常料金となります）
◇通行の妨げになる駐停車はご遠慮ください。
※駐車場係員の指示に従ってください。

▼主催　白鷹スキー場まつり実行委員会
■問い合わせ　
　白鷹スキーセンター　☎８７-２４５６
　スキー場まつり実行委員長　☎８７-２０１８

第 34回
白鷹スキー場まつり

日時：２月28日（日）

会場：白鷹町営スキー場
午前９時 30分～（開会）

遊び
にき
てね
！
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▼
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振

興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
い
つ　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成（
女
子
２
名
以
上
含
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

３
日
１
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

平
成
27
年
度
山
形
県
木
炭
講
演
会

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
中
部
地
区
公

民
館
（
中
部
地
区
活
性
化
セ
ン
タ

ー
）

▼
内
容　

講
演

【
演
題
】
さ
ま
ざ
ま
な
木
炭
の
利

用
方
法
と
地
域
振
興

【
講
師
】
立
本
英
機　

氏
（
千
葉

大
学
名
誉
教
授
（
一
社
）
全
国
燃

料
協
会 

学
識
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　

60
名

▼
申
込
締
切　

２
月
15
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備

課
普
及
担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

21

－

６
９
４
２

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
講
演
会

▼
い
つ　

３
月
９
日
（
水
）

確定申告が始まります

　所得税等の確定申告が、２月 16
日（火）から始まります。申告期限
が近づくと大変混み合いますので、
早めの申告をお願いします。

▼期間　
２月16日（火）～３月15日（火）
※土日祝日は除く。

▼会場　長井税務署
　　　 （旧法務局の場所に移転）

▼ 注意　譲渡や贈与などのある方
は、事前に電話でご確認ください。
■問い合わせ　
　長井税務署総務課　☎ 84-1810

広
告

「～放射能を浴びた～Ｘ年後」・・・アメリカが 1954 年
に行ったマーシャル諸島ビキニ環礁での水爆実験によっ
て被曝した、第五福竜丸をはじめとする日本の漁船や、
第五福竜丸以外の被曝事例を追跡しながら、その裏に隠
された日米両政府の機密などを浮かび上がらせていく。

「天に栄える村」・・・2013 年３月　震災と未曾有の放
射能汚染――。恵まれた自然環境を大切にしながら天栄
村の人たちは農業を営んできた。しかし原発事故で放出
された放射性物質は、この村にも降り注ぎ、田畑は汚染
されてしまった。未曾有の環境破壊を乗り越えようとす
る農家の人々の苦闘を追ったドキュメンタリー映画。

　福島第一原発事故から 5年がたとうとする現在だか
らこそ、この２本の映画を上映し、その後のトークショー
で関係者に現在までの天栄村と未来について話していた
だきます。ぜひ皆様ご鑑賞ください。

▼日　時　３月６日（日）
上映開始時間
①「X年後」　            午前 10 時
②「天に栄える村」午後 1時 30 分 
※開演は、映画の上映 30 分前からです。
※トークショーは、「天に栄える村」上映
後に行います。

▼会　場　白鷹町産業センター（旧パワーセンター）

▼入場料　各 500 円※前売り、当日とも同額  
　　　　　（小学生・中学生は無料）
入場券は、教育委員会、中央公民館、各地
区コミュニティーセンター、産業センター
でお求めください。
■問い合わせ　
　教育委員会生涯学習・文化振興係
　☎８５-６１４６

  白鷹学講座　　映画「Ｘ年後」「天に栄える村」上映会＆トークショー

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁　

講
堂

▼
内
容　

講
演
・
活
動
報
告　

【
講
演
】「
ア
ル
コ
ー
ル
と
こ
こ

ろ
の
病
気
」
沼
田
由
紀
夫　

氏

（
社
会
医
療
法
人
公
徳
会
佐
藤
病

院
院
長
）

【
活
動
報
告
】「
ア
ル
コ
ー
ル
自

助
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
」
日
本
断

酒
連
盟　

長
井
断
酒
新
生
会

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

３
月
１
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課
精

神
保
健
福
祉
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
１
５

●25　　 広報しらたか　2016. ２. ９



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 1月 1日～ 1月31日 届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥乙 大滝
雄介 都

みや

　叶
か

日生

鮎　貝 板垣
駿 千

ち

　宙
ひろ

玲菜

滝　野 齋藤
誠 律

りっ

　佳
か

香苗

浅　立 梅津
賢二 あら太

た

沙也香

高　玉 金田
幸浩 澪

れい

　翔
と

真菜美

▼
１
月
の
中
ご
ろ

か
ら
よ
う
や
く
本

格
的
な
降
雪
と
な

り
、
ス
キ
ー
場
や

 住所　　  氏　　名  　年齢

鮎　貝　高　橋　ゆかり　27
十　王　小　関　榮　子　96
山　口　布　川　義　昭　73
中　山　梅　津　美智子　91
深　山　樋　口　忠　衞　92
横田尻　佐　藤　正　幸　65
菖　蒲　舩　山　清　吾　85
鮎　貝　大　滝　春　夫　67
荒砥甲　羽　田　きよ子　86
深　山　羽　田　榮　吉　77
荒砥甲　海老名　忠　三　96
荒砥乙　髙　橋　貞　子　73
横田尻　丸　川　　武　　67
横田尻　丸　川　ひ　ろ　91
中　山　佐　藤　　巖　　85
鮎　貝　神　保　達　夫　72
荒砥甲　奧　山　千　代　92
深　山　　　　　さくゑ　91
荒砥乙　　森　　末　男　83

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

し
ら
た
か
旅
先
案
内
人　
さ
ん
に
よ
る

旬
の
一
枚

　
２
月

　

白
鷹
の
深
山
は
、
縄
文
の
遺
跡
が
出
土
し
、
国
指
定
重

要
文
化
財
「
深
山
観
音
堂
」
が
建
つ
、
歴
史
の
あ
る
集
落

で
す
。
い
つ
か
ら
か
、
こ
の
深
山
や
近
隣
集
落
で
紙
す
き

が
行
わ
れ
、「
上
り
紙
」
と
し
て
江
戸
ま
で
送
ら
れ
た
と

す
る
江
戸
時
代
初
期
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
明
治
に
な
る

と
紙
す
き
は
、
置
賜
地
域
で
深
山
地
区
だ
け
と
な
り
、
障

子
紙
が
主
な
用
途
で
、
冬
仕
事
と
し
て
伝
統
的
な
技
法
で

多
く
の
工
程
を
こ
な
し
、
和
紙
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

深
山
和
紙
は
、
昭
和
45
年
、
工
芸
技
術
と
し
て
町
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
50
年
に
は
、
山
形
県
の
無
形
文
化

財
第
１
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
、「
白
鷹
町
深
山
和
紙
振
興
研
究
セ
ン
タ
ー
」

「
強
靭
で
や
わ
ら
か
、
温
か
さ
の
深
山
和
紙
」

表
紙
の
写
真

菅 　亜貴子さん

が
オ
ー
プ
ン
、
平
成
23
年
頃
よ

り
紙
す
き
農
家
が
皆
無
に
な

り
、
町
唯
一
の
和
紙
生
産
所
と

な
り
ま
し
た
。
卒
業
証
書
や
版

画
、
白
鷹
和
紙
人
形
な
ど
手
工

芸
品
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　深山和紙の原料となる楮（こうぞ）。夜も
明けきらぬ早朝４時頃から大窯の火加減を調
整し、約 600 キロを３回に分けてふかしま
す。約３時間後、窯を開けると辺り一面は湯
気で真っ白に。大人５人がかりで窯から出さ
れた楮は、冷水にさらして表皮をはぎ、寒風
の下に干されます。こうして、伝統の深山和
紙を作るための「伝統の技」は、深山に生き
る人たちの手によって守り継がれています。

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（新　野　健太郎　　広　野

大　井　由紀子　　山形市

（布　川　和　浩　　鮎　貝

髙　橋　美　沙　　長井市

荒砥乙　丸　川　範　子　74
十　王　佐　藤　とみ子　85
荒砥乙　鈴　木　美　子　86
中　山　大　滝　き　ゑ　86
畔　藤　齋　藤　ミツ子　80
横田尻　稲　毛　利　雄　95
荒砥乙　山口　三郎兵衛　85
畔　藤　紺　野　　舞　　16

除
雪
業
者
の
皆
さ
ん
は
一
安
心
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
雪
が
あ
る
か

ら
こ
そ
撮
れ
る
風
景
も
あ
る
の
で
、
私

も
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

▼
新
荒
砥
橋
の
架
替
工
事
が
着
工
し
ま

し
た
。
58
年
も
の
間
私
た
ち
を
支
え
続

け
て
き
て
く
れ
た
荒
砥
橋
も
、
人
に
例

え
る
と
も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
新
し
い
橋
が
完
成
す
る

ま
で
、
も
う
少
し
の
間
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
で
す
。　
　
　
　
　

 

（
て
づ
か
）
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